　　社会科歴史補足資料〔日露戦争に対する人々の反応〕

・主戦論（東京帝国大学７博士）１９０３年６月

　「今日は千載一遇の好機である。この機を逃しては勝利することはできない。幸い、ロ

　　シアと我が国の戦力を比較すると、多少の勝算がある。この１年内外のうちに、この

　　好機を行かすべきである。

　　　ロシアが満州を占領すれば、次に朝鮮に進出してくることは火を見るより明らかで

　　ある。そして朝鮮が占領されれば、次にロシアがどこに攻めてくるかは言わずと知れ

　　たことである。したがって、今日、満州問題を解決しなければ朝鮮はとられてしまい

　　、朝鮮がとられれば、日本を守ることは不可能である。

　　　したがって我が国国民の全てが日本の現在の国力と置かれた立場を自覚し、根底的

　　に満州問題を解決すべきである。」

・戦争賛成派の不安（元総理大臣伊藤博文）１９０４年２月

　「今度の戦争は、陸海軍ともに成功の見込みはない。日本は国を賭とて戦うわけで、勝

　　敗は眼中にない。強大なロシア軍が朝鮮に進入すれば、朝鮮はとられるかもしれない

　　。陸軍は朝鮮で防戦する戦略であるが、じゅうぶんな勝算はたたない。海軍は旅順・

　　ウラジオストックの艦隊と戦って沈没するかもしれない。ロシア軍が大挙九州海岸に

　　来襲することとなれば、自分も武器をとって戦う。

　　　今度の戦いに勝利ををえようとするのは無理である。成功しようと考えるのでは駄

　　目だ。（戦争後のことを考えて、アメリカの仲介のための）努力をできるかぎり尽く

　　すことだ。」

・反戦派（平民社の社会主義者たち）１９０４年１月

　「私たちはあくまで戦争を認めない。これを道徳の面で考えると、戦争は恐るべき罪悪

　　である。政治の面から考えても恐るべき害悪をもたらす。経済の面からみても恐る

　　き損失をこうむる。社会の正義は戦争のために破壊され、全ての国民の幸福は戦争の

　　ために踏みにじられる。私たちはあくまで戦争を認めず、これを防ぐべきことを全て

　　の人に訴える。

　　　ああ、政府の人も一般の平民もすべて戦争に酔いしれないものはなく、大多数の国

　　民の眼は戦争の勝利という幻のために眼がくらみ、大多数の国民の耳は戦争戦争の大

　　合唱のために聞こえなくなっている。ただ一人戦争を防止せよと叫ぶことは、大河を

　　２本の手でせきとめようとするに等しく難しいが、私たちは、戦争反対こそ真理であ　ると信じ、信じるところを述べる。」

　・「ロシアの社会主義者への手紙」１９０４年３月

　　「みなさん。今や日露両国の政府はそれぞれの帝国主義的欲望を満たすために、戦火

　　　の火蓋を切ろうとしている。しかし、社会主義者には人種の違いも地域の違いも国

　　　籍の違いもない。みなさんと私たちは兄弟姉妹である。断じてお互いに戦う理由な

　　　どはない。みなさんの敵は日本人ではない。みなさんの敵はみなさんの国の中の、

　　　愛国主義てあり、軍国主義である。

　　　　愛国主義と軍国主義は、みなさんと私たちの共通の敵である。」

　・「ああ、増税」１９０４年３月

　　「戦争のためという言葉はすごく良く効く麻酔薬である。ああ、６０００万円の増税

　　　よ。なんと厳しく重い増税であることよ。これすべて戦争のためである。しかし、

　　　いかに戦争のためと言っても、これを負担する国民の苦痛は軽くはならない。しか

　　　も何故国民はこのような苦痛を耐え忍ばなければならないのか。

　　　　今日の国際戦争は、単に少数の者を利するだけで、一般国民の平和な生活を乱し

　　　悲惨な目にあわせるものであることは、私たちが苦言をていするまでもなく明らか

　　　である。」

・厭戦派（「君死にたもうことなかれ」与謝野晶子）１９０４年９月

　　　　　　　　　　君死にたもうことなかれ

　　　　　　　　　　　　　　（旅順口包囲軍の中にある弟を嘆いて）

　　ああ弟よ君を泣く　君死にたもうことなかれ

　　末に生まれし君なれば　親のなさけはまさりしも

　　親は刃をにぎらせて　人を殺せと教えしや

　　人を殺して死ねよとて　二十四までを育てしや

　　堺の町の商人（あきびと）の　旧家をほこる主にて

　　親の名を継ぐ君なれば　君死にたもうことなかれ

　　旅順の城はほろぶとも　ほろびずとても何事か

　　君知るべきやあきびとの　家のおきてになかりけり

　　君死にたもうことなかれ　すみらみこと（天皇）は戦いに

　　御自らは出でまさね　かたみに人の血を流し

　　獣の道に死ねよとて　死ぬるを人の誉れとは

　　大み心の深ければ　もとよりいかで思されん。

　　のれんのかげに伏して泣く　あえかに若き新妻を

　　君忘るるや思えるや　十月も添わで別れたる

　　乙女ごころを思いみよ　この世ひとりの君ならで

　　ああまた誰をたのぶべき　君死にたもうことなかれ

